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プロジェクト目標とアプローチ 

プロジェクト目標 
対象県にてシャーガス病の媒介虫感染を 

持続的にコントロールする。 
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プロジェクト対象地域 

北部5県 

Estelí 
   6 市 
 
Jinotega 
   8 市 
    
Madriz 
   9 市 
    
Matagalpa 
   14 市 
    
Nueva Segovia 
   12 市 
 
対象  
 49 市  
 487 保健セクター 
 3,437 集落 
 308,420 家屋 
 1,669,740 人 2009-2014 
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プロジェクト組織図 
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未調査市 

38市12,195家屋を調査 

• T.dim 生息家屋率： 6.7% 

• R. prolixus は見つからず。 

１. 疫学調査  
サシガメが生息する家屋の割合（生息家屋率）を 

市ごとに調査。人口に基づく系統的サンプリング。 

T. dimidiata 

生息家屋率 

殺虫剤散布へ 



PAHO/WHO 

国際評価団 

 
R. prolixusによる シャー
ガス病原虫の感染中断認
定 (2011) 
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のべ116,722 家屋で散布 
（赤丸は散布した集落の位置を、色の
濃淡は初回散布時にサシガメが見つ
かった家屋の割合を示す。） 
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殺虫剤の効力評価 
殺虫剤散布後３～６か月後に、 

特定集落で再び昆虫学調査を実施。 

２. 殺虫剤散布 
（アタック・フェーズ） 
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３. サシガメ監視システム 

（サーベイランス・フェーズ） 
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誰が何をどのような手順でやるのか？ ←システム設計 
そのために必要な知識・技術は？ ←啓発・研修 

住民 

保健省 

届出 対応 

サシガメ
探し 

サシガメ 
捕獲 

データ 
記入 

サシガメ 
届出 
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記録 
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分析 

家屋 
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殺虫剤 
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市保健所長 
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3-1. パイロット地区で試行錯誤（モデル構築） 

コミュニティー 

保健セクター（PHCチーム） 

市保健所センター（媒介虫担当） 
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3 

4 

5 

1 

保健ボランティア 

ポイント： ①ローカル人材を活用、日常業務の範囲内でできる仕事を振り分け、 
       ②システム全体の管理者を特定する。 
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5 
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3437 

中央 
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市 

保健セクター 

コミュニティー 

プロジェクト対象県内 

パイ
ロット
（７） 

3-2. 監視システムの拡大 

全50地区 

中央による 
進捗管理・評価 

ワークショップ 

ポイント： ①既存の研修制度の活用、②上からのプレッシャー 10 
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2013年上半期 2014年上半期 

ポイント： ①定期的な評価会、②変化の測定と可視化 

3-3. 監視システムの持続的な改善 
＜機能度評価＞ 



3-4. 保健省令 

＜全国展開の義務化＞ 

業務フロー図 

各種様式 
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壁修繕 

室内整頓 

事前 事後 

４. 住民の予防能力（住居改善、生活改善） 
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教訓 ～人材育成に絡めて～ 
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レベル 教訓 事例 効果 

ボトム • Task sharing 
（現場関係者の能
力に見合った仕事
を割り振る） 

 

• PHCチームやコミュニティ保
健ボランティアを「サシガメ
監視システム」の一員とした 

• 業務負荷 の分散 
• 多職種間の連携 

ミドル • 現場管理者に考
えさせる 

• 管理責任を明確化した。 
• 市保健所長間で経験を共有、
分析した。 

• 優劣を可視化し、「優」から
学んだ。 

• 横の競争意識 
• 主体的な学びを深め
る 

トップ • 現実に適した制
度の設計と定着 

• 省令を発効した。 
• 現場を視察、指導した。 

• 組織的なプレッシャー 
• ルーティーン化 
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環境 
人材 制度 知識 技術 権威 士気 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学習 応用 

成功体験 

オーナーシップ 
キャパシティ・ディベロップメント 
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ありがとうございました。 


